
1993年出上の木簡

大
阪
・若
江
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
大
阪
市
若
江
本
町

。
若
江
北
町

。
若
江
南
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
八
五
年

（昭
６０
）
一
〇
月
を

一
九
八
六
隼

一
月

一
一　
一
九
八
八
年

一
〇
月
を

一
九
八
九
年

（平
１
ご

一月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑫
東
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
一　
勝
田
邦
夫
、
二
　
福
永
信
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

・
寺
院
跡

・
官
衛
跡

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
世
紀
ぞ

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

若
江
遺
跡
は
近
鉄
奈
良
線
若
江
岩
田
駅
の
南
約

一
節
、
東
大
阪
市
若
江
北
町

三
丁
目
を
中
心
と
し
た
地
に
位

置
す
る
。
遺
跡
の
範
囲
は
現
在

の
と
こ
ろ
東
西
約
六
五
〇
ｍ
、

南
北
約
九
五
〇
ｍ
と
さ
れ
て
い

る
。
遺
跡
は
、
旧
大
和
川
の
一

つ
、
玉
串
川
あ
る
い
は
楠
根
川

の
前
身
の
河
川
が
形
成
し
た
自

然
堤
防
上

（微
高
地
）
標
高
五
ｍ

前
後
の
地
に
営
ま
れ
て
い
る
。

現
在
知
ら
れ
る
若
江
遺
跡
の
開
始
は
弥
生
時
代
の
中
期
末
で
、
そ
の
後
途
切
れ

る
こ
と
な
く
継
続
し
、
奈
良
時
代
に
は
若
江
郡
衛
や
若
江
寺
が
営
ま
れ
、
室
町

時
代
に
は
若
江
城
が
築
か
れ
て
い
る
。

若
江
城
は
、
畠
山
氏
に
よ
っ
て

一
四
世
紀
の
終
わ
り
頃
築
か
れ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
畠
山
氏
が
河
内
国
を
支
配
す
る
中
心
拠
点
と
し
て
守
護
所
を
置
き

文
明
九
年

（
一
四
七
七
）
ま
で
機
能
し
た
第

一
次
若
江
城
と
、　
三
ハ
世
紀
の
中
頃

永
禄

一
一
年

（
一
五
六
八
こ
二
好
長
慶
の
養
嫡
子
義
継
に
よ
っ
て
築
か
れ
、
そ
の

後
天
正
元
年

（
一
五
七
一こ

か
ら
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）
ま
で
織
田
信
長
に
よ
る

石
山
本
願
寺
攻
め
の
拠
点
の
役
割
を
果
た
し
た
第
二
次
若
江
城
と
に
大
き
く
分

け
ら
れ
る
。

一　
第
三
二
次
調
査

こ
の
調
査
は
府
道
大
阪
東
大
阪
線
の
拡
幅
工
事
に
伴
い
実
施
し
た
。
検
出
し

た
遺
構
に
は
、　
一
五
世
紀
前
半
期
の
溝

・
土
坑
、　
一
五
世
紀
後
半
を

一
六
世
紀

前
半
の
上
塁
、　
一
五
世
紀
末

（第
Ｉ
期
）
と

一
六
世
紀
後
半

（第
Ｉ
期
）
の
二
時
期

に
分
け
ら
れ
る
堀
が
あ
る
。
各
々
該
当
時
期
の
上
器

・
陶
磁
器
の
ほ
か
木
製
品
、

金
属
製
品
が
出
上
し
た
。

木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
第
Ⅱ
期
の
堀
か
ら
で
あ
る
。
第
１
期
の
堀
は
、
幅

六

・
八
ｍ
、
深
さ

一
。
三
ｍ
を
測
る
。
堀
の
堆
積
土
は
、
大
き
く
三
層
に
分
け

ら
れ
る
。
木
簡
は
第
Ⅲ
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
同

一
層
か
ら
の
伴
出
遺
物
と
し

て
、
土
器
類
、
箸

・
漆
器
加

。
蓋

・
ヘ
ラ
状
木
製
品
な
ど
の
木
製
品
、
カ
メ
な
ど

の
動
物
遺
体
、
皇
宗
通
宝
な
ど
の
銭
貨

・
金
銅
製
金
具
と
い
っ
た
金
属
製
品
が

(大阪東南部)



あ
る
。
第
Ⅲ
層
か
ら
出
土
し
た
土
師
器
皿
や
羽
釜
の
編
年
観
か
ら
、
第
二
次
若

江
城
期
の
終
末
に
近
い
時
期
に
第
Ⅱ
期
の
堀
が
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一　
第
三
八
次
調
査

こ
の
調
査
は
、
考
江
小
学
校
の
屋
内
体
育
館
改
築
工
事
に
伴
い
実
施
し
た
。

調
査
区
は
第
三
二
次
調
査
の
ト
レ
ツ
チ
か
ら
西
方
約
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
地
点
に
位
置

す
る
。
調
査
の
結
果
、
外
生
時
代
後
期
の
水
田
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時

代
の
井
戸

・
柱
穴
、
第

一
次

。
第
二
次
若
江
城
に
伴
う
遺
構
と
各
時
期
の
多
量

の
遺
物
を
検
出
し
た
。

木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
第
二
次
若
江
城
期
の
内
堀
か
ら
で
あ
る
。
検
出
し

た
内
堀
は
、
主
郭
の
南
側
を
巡
る
も
の
で
既
往
の
調
査
か
ら
北
側
の
肩
部
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
第
三
八
次
調
査
で
、
南
側
２
届
部
を
確
認
し
た
こ
と
に

な
る
。
北
側
を
南
側
の
肩
部
上
部
の
最
大
幅
三
〇
ｍ
、
深
さ
三
ｍ
の
規
模
を
も

つ
。
木
簡
は
す
べ
て
内
堀
の
最
下
層
か
ら
出
上
し
た
。
伴
出
遺
物
は
、
混
入
品

と
し
て
若
江
寺
所
用
の
飛
鳥
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
瓦
が
あ
る
が
、
下
限

を
示
す
も
の
は

一
六
世
紀
後
半
の
土
師
器
、
瀬
戸

・
美
濃

・
信
楽
焼
な
ど
の
国

産
陶
器
、
中
国
製
磁
器
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
下
駄
な
ど
の
木
製
品
や
硯
な
ど

の
石
製
品
、
堀
内
に
棲
息
し
て
い
た
カ
メ
な
ど
の
動
物
遺
体
も
出
上
し
て
い
る
。

伴
出
遺
物
か
ら
見
て
木
簡
は
、　
三
ハ
世
紀
後
半
に
堆
積
し
た
層
か
ら
の
出
土
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
堀
の
規
模
が
こ
の
時
期
の
城
と
し
て
は
最
大
級

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
織
田
信
長
に
よ
る
城
の
大
改
修
に
よ
っ
て
掘
ら
れ
た
内

堀
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
堀
の
埋
没
時
期
は
天
正
元
年
盆

五
七
一こ

か
ら
同
八
年

（
一
五
八
〇
）
の
間
に
限
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第
三
二
次
調
査

①

　

「
い
ろ
は
に
ほ

へ
と
□
るり
　
丞

レ
⊂
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ中
×
∞ｏ
×
∞
　
Φμμ

②
　
・
「
＜
な
ら
の
な
た
□

中
す
す
ほ
り
　
」

。
「
＜
□
□
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω寅
Ｐ斐
∞
Φ調

③

　

「
六
十
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（電
Ｘ
貿
∞
ｏ韻

ω
は
習
書
ま
た
は
戯
書
で
あ
る
。
折
敷
状
の
板
片
に
い
ろ
は
や
人
名
あ
る
い

は
官
名
を
記
し
た
も
の
。
現
存
部
に
二
ヵ
所
抹
消
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

②
は
付
札
（荷
札
）
で
完
形
品
で
あ
る
。
上
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、

下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
「す
す
ほ
り
」
は

「延
喜
内
膳
司
式
」
に

「漬
年
料
雑

菜
」
と
し
て
、
「青
根
須
須
保
利
六
石
。
…
…
蔓
根
須
須
保
利

一
石
。」
（傍
点
筆

者
）
と
み
え
る
も
の
で
、
青
菜
の
塩
潰
を
い
う
。

正
倉
院
文
書
や
平
城
官
跡
出

土
木
簡
に
こ
の
語
が
散
見
さ
れ
る

（関
根
真
隆

『奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』
二
五
八

頁
）。　
ま
た
中
世
の
古
辞
書
に
も
み
え
る
。　
と
す
れ
ば
、

表
面
最
後

の
□
は

「ね
」
か
。
塩
漬
に
す
る
た
め
に
奈
良
か
ら
考
江

へ
青
菜
を
運
ぶ
際
の
付
札
で

あ
ろ
う
。
一異
面
は
不
明
だ
が
、
恐
ら
く
、
青
菜
の
数
量
も
し
く
は
送
り
先
が
記
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さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
地
で
の
交
易
活
動
が
窺
わ
れ
る
資
料
で
あ
る
。

①
は
用
途
不
明
の
木
製
品
に
墨
書
を
記
す
も
の
。
刀
剣
状
の
身
の
片
側
に
鋸

歯
を
つ
け
る
。
形
態
は
楽
器
の
さ
さ
ら
に
似
る
が
、
厚
み
か
ら
し
て
楽
器
と
は

考
え
難
い
。　
類
例
と
し
て
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編

『
木
器
集
成
図
録

【近
畿
古
代
編
≧

Ｐ
Ｌ
七
二
の
七
二
三
六
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

第
三
二
次
調
査
で
は
①
と
形
態
が
同
じ
木
製
品
が
も
う

一
点
出
土
し
て
い
る
が
、

墨
書
は
な
い
。
③
の
木
製
品
の
形
態
と
墨
書

「六
十
二
」
と
は
符
合
せ
ず
詳
か

に
し
な
い
。

な
お
、
「
９
　
関
係
文
献
」
中
の

『
若
江
遺
跡
第
三
二

・
三
三
次
発
掘
調
査

報
告
』
に
お
い
て
、
②
の
木
簡
の
釈
意
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
誤

読
を
犯
し
て
い
た
。
こ
の
報
文
を
も

っ
て
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

一
一　
第
三
八
次
調
査

ω

　

×
る
そ
い
ひ
に
文
に
す
」
　

　

　

　

　

　

（霊
Ｘ
］賃
］
冦

②

　

「
存
お
り
　
巽
□
夕
津
国
」
　

　

　

　

　

　

μ∞受
ド受
∞
冨

“

舛

辟

□

□
　
心
　
□
　
口併

⑪
は
短
冊
型
の
メ
モ
。
覚
え
か
。
上
半
を
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
文
意
が
通

じ
難
い
が
、
恐
ら
く
、
別
に
本
体
と
し
て
文
書
ま
た
は
木
札
が
存
在
し
、
そ
れ

に
対
す
る
備
忘
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
メ
モ
的
な
短
信
。　
上
端
を
山
形
に
つ
く
る
。

「存
お
り
」
の
下
に
一
宇

分
の
空
白
が
あ
る
。　
当
事
者
間
で

「了
解
し
た
」
と
い
う
意
味
か
。

「巽
」
字

以
下
は
左
半
部
が
欠
損
し
不
詳
だ
が
、
字
面
よ
り
取
引
そ
の
他
の
待
合
せ
の
場

所
や
時
刻
が
記
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

③
は
墨
書
の
あ
る
折
敷
。
幅
と
長
さ
の
比
率
か
ら
現
存
部
の
上
に

一
ｉ
二
枚

の
板
片
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
孔

一
対
の
方
形
孔
が
左
上
部
と
下
端
面

の
左
右
の
三
ヵ
所
に
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
左
下
端
の
孔
一異
面
に
は
ヒ
ノ
キ
材
の

皮
が
遺
存
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
こ
の
折
敷
は
方
形
曲
物
の
蓋
板
と

考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
蓋
板
の
塁
書
は
曲
物
（身
）
に
収
納
さ
れ
た
物
品
に

関
わ
る
事
柄
を
記
し
た
、
い
わ
ゆ
る
箱
書
に
類
す
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
、　
一

。
二
行
目
の

「事
」
、
最
終
行
の

「日
」
に
注
目
す
れ
ば
、
手
元
に
あ

っ
た
蓋

板
が
二
次
利
用
さ
れ
、
集
落
の
決
ま
り
ご
と
や
そ
の
日
の
行
動
を
書
い
た
メ
モ

か
、
俄
に
断
じ
難
い
。
①
②
と
比
べ
る
と
流
麗
な
筆
致
を
見
せ
て
い
る
。

ω
は
五
輪
塔
形
板
塔
婆
で
あ
る
。
上
端
頂
部
は
圭
頭
に
つ
く
り
、
さ
ら
に
宝

珠
に
擬
し
て
突
起
状
を
呈
す
。
下
端
は
先
に
い
く
ほ
ど
細
い
。
完
形
品
で
墨
書

は
片
面
に
の
み
存
す
る
。

墨
書
銘
文
は
、
①
種
子
三
尊
、
②
願
意
文

（掲
頌
）
、
③
発
願
主
の
順
に
構
成

さ
れ
て
い
る
。
①
の
種
子
三
尊
は
、
中
央
に
梵
字
の
種
子

習
叫劇ご

（キ
リ
ー
ク
）

●)

EEl□

弊

Ｆ

（『∞）
×
］卜］
×
∞
　
〇⇔
岸

ω

　

「
４
鯛

三

界

万

霊

七

世

父

母

六

親

法

界

等

燒

恥

坤

醗

開

」

い
い
Φ
×

ω
］
×

卜
　

〇
⇔
μ

ざ計

削ё

朗 ″ё
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を
冠
し
、
左
に

７
ω
ご

（サ
ク
）
、
右
に

♂
己

（サ
）
を
配
す
る
。
キ
リ
ー
ク
は

阿
弥
陀
如
来
、
サ
ク
は
勢
至
菩
薩
、
サ
は
観
音
菩
薩
を
各
々
表
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は

〈
阿
弥
陀
三
尊
〉
で
、
勢
至
、
観
音
両
菩
薩
の
左
右
関
係
は
板
碑
に
頻

出
す
る
も
の
と
同
態
で
あ
る
。

②
の
願
意
文
は
板
碑
で
掲
頌
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
掲
頌
と

は
、

「仏
の
徳
を
讃
え
た
韻
文
体
の
経
文
で
、
三
宇
あ
る
い
は
七
字

一
句
の
も

の
」
と
さ
れ
て
お
り
、
本
品
の
よ
う
な
民
俗
関
係
の
銘
文
に
こ
の
よ
う
に
呼
称

す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
願
意
文
と
仮
称
し
て
お
く
。
願

意
文
は
四
字
熟
語
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「戻
」
は

冨
置

の
異
体
字
で

「三
界

万
霊
」
と
な
る
。
三
界
万
霊
と
は
、
三
界
に
お
け
る
全
て
の
霊
あ
る
も
の
の
意

で
、
と
く
に
、
無
縁
の
一
切
精
霊
を
指
す

（伊
藤
唯
真

ズ
法
界
〉
霊
と
そ
の
祭
碑
」

翁
葬
送
墓
制
研
究
集
成
』
第
三
巻
、　
一
九
七
九
年
）。

「七
世
父
母
」
は
古
代
の
造
寺

造
像
関
係
の
金
石
文
に
頻
出
す
る
語
で
、
古
代
に
お
け
る
仏
教
と
祖
先
信
仰
と

の
結
合
を
示
す
表
現
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
「六
親
」
は

「六
親
合
属
」
と

表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
七
世
父
母
と
往
々
併
用
さ
れ
る
。
「法
界
」
は
そ
れ

単
独
な
い
し

「法
界
衆
生
」
と
し
て
用
い
ら
れ
、
前
掲
伊
藤
論
文
に
よ
れ
ば
、

三
界
万
霊
と
同
じ
く
、
無
縁
の
一
切
精
霊
を
表
わ
す
と
い
う
。　
ま
た
、

「有
縁

無
縁
法
界
衆
生
」
の
同
義
語
と
し
て

「三
界
万
霊
」
が
中
世
以
降
用
い
ら
れ
た
、

と
あ
る
。
即
ち
、

「無
縁
仏
の
方
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
も
、
有
縁
の
仏
を
も

あ
わ
せ
包
括
し
た
、
い
わ
ゆ
る
有
無
両
縁
の
一
切
精
霊
と
い
っ
た
概
念
に
対
し

て
法
界

。
法
界
衆
生

。
法
界
万
霊

・
三
界
万
霊
な
ど
の
表
現
が
用
い
ら
れ
」

Ω
削
掲
論
文
三
九
八
頁
）
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
愛
知
県
清
洲
町
朝
日
西

遺
跡
五
九
Ｄ
Ｓ
Ｄ

一
一
出
上
位
牌
に
、

冨
一界
萬
霊
有
縁
無
縁
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
も
首
肯
さ
れ
よ
う
（梅
本
博
志

「清
洲
城
下
町
遺
跡
出
上
の
墨
書
木
製
品
に
つ
い

て
」
『財
団
法
人
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報

昭
和
六
一
年
度
』
、
一
九
八
七
年
、

に
拠
る
）。
以
上
述
べ
き
た
っ
た
こ
と
か
ら
本
品
は
、
有
縁
無
縁
を
問
わ
ず

一
切

精
霊
と
な

っ
た
先
祖
を
供
養
す
る
板
塔
婆
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
従

っ
て
、

二
行
に
分
か
ち
書
き
さ
れ
た

「道
心
禅
定
関
（禅
定
門
と
は
仏
門
に
入
っ
た
男
性
を

い
う
こ

「妙
禅
上
回
」
の
男
女
二
名
は
先
祖
供
養
を
施
す
発
願
主
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
以
上
に
つ
い
て
は
、
菅
原
章
太

「東
大
阪
市
内
出
土
の
中
世

木
簡
」
（未
刊
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
今
回
の
報
文
を
記
す
に
あ
た

っ
て
は
、
向
日
市
文
化
資
料
館
の
玉
抜

玲
子
氏
、
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
の
志
田
原
重
人
氏
、
働
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の
鈴
木
正
貴
氏
、
堺
市
立
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
嶋
谷
和
彦

氏
、
吹
田
市
教
育
委
員
会
の
西
本
安
秀
氏

（以
上
順
不
同
）
か
ら
種
々
の
ご
教
示

を
た
ま
わ

っ
た
。

９
　
関
係
文
献

勝
田
邦
夫

『
若
江
遺
跡
第
三
二

・
三
三
次
発
掘
調
査
報
告
』
（働
東
大
阪
市
文

化
財
協
会
、　
一
九
九
〇
年
）

福
永
信
雄

『
若
江
遺
跡
第
三
八
次
発
掘
調
査
報
告

（仮
題
置

（働
東
大
阪
市
文

化
財
協
会
、
近
刊
予
定
）

（８．一９７　鞠廠薪創）




